一般社団法人 プラスチック成形加工学会

専門委員会通則

第１条（専門委員会の目的）


専門委員会は、プラスチック成形加工学および境界領域にある技術分野に関する研究の健全な発達と一般社団法人プラスチック成形加工学会（以下本会という）会員に対する成果の還元を期するために、重要な課題について継続的に調査・研究することを目的とする。

第２条（専門委員会の名称と内規）


専門委員会の名称は、当該専門委員会が調査・研究する内容が簡潔かつ明確にわかる名称とし、「プラスチック成形加工学会（調査・研究内容）専門委員会」とする。

２
専門委員会の活動方法を規定するため、専門委員会は必ず内規を定めるものとする。各専門委員会の定める内規には、以下に関する事項を規定しなければならない。


名称、目的、事務所の所在地、委員資格の得喪、会費、会計、役員の任免、


成果の取り扱い、終了と解散

第３条（委員の資格）


専門委員会は本会定款第６条の規定するところの会員をもって構成する。

２
専門委員会委員は、当該専門委員会が実施する各種会議に出席し、あるいは当該専門委員会が調査・研究した成果を入手し利用することができる。

第４条（専門委員会の役員）


専門委員会には委員長１名、幹事１名、監事１名をおく。

２
専門委員会には、必要に応じて副委員長１名をおくことができる。

３
委員長、副委員長、幹事は専門委員会委員の互選によってこれを理事会に推薦し、理事会の議決を経て会長がこれを委嘱する。

４
監事は理事会が指名する専門委員会担当理事がこれにあたる。

第５条（委員の就退）


専門委員会委員長は、本会定款第３４条に定める事業年度（以下年度という）当初に委員構成を理事会へ報告するものとする。

２
専門委員会に新たに委員を加える場合は、当該専門委員会委員長の選考を経て理事会へ報告するものとする。

３
委員が専門委員会を退会しようとするときは、当該専門委員会委員長の承認を得なければならない。当該委員長はその結果を速やかに理事会へ報告するものとする。

第６条（専門委員会の設置期間）


専門委員会の設置期間は、理事会における設置承認後、２カ年間とする。

２
設置期間を終了後、同委員会においてさらに調査・研究の継続を希望する場合には、設置期間終了３カ月前までに理由を明記した設置期間延長願いを理事会あて提出し、承認を得るものとする。
３
専門委員会の設置延長期間は、理由の如何にかかわらず、理事会承認後２カ年間とする。ただし、延長申請の回数は制限しない。

第７条（専門委員会の会計）


専門委員会の会計は、本会からの給付金によって賄う。

２
専門委員会は会計出納記録を備え、証拠書類を保存せねばならない。

３
専門委員会は別途定める事務経費を本会に納入するものとする。

４
専門委員会が各々の内規に定める会費を徴収する場合は本会がこれにあたり、本会が当該会費を専門委員会に給付する。

５
年度途中での退会者が当該年度に納付した会費等は理由の如何にかかわらず返還しない。

６
専門委員会が金品の寄付を受ける場合には、理事会の承認を得なければならない。

第８条（予算と決算の報告）


専門委員会委員長は、各年度当初に予算案を所定の書式にて理事会に提出し承認を得るものとする。

２
前項の予算案が本会の理念に反すると判断される場合には、理事会は専門委員会委員長に対してその修正を求めることができる。

３
専門委員会委員長は、各年度末に当該年度の決算報告を、監事の承認を得た上で所定の書式にて理事会に報告するものとする。

４
専門委員会委員長は、理事会における予算案ならびに決算報告に対する審議の過程で生じた指摘事項に対して、直近の理事会までに文書で回答を提出しなければならない。

第９条（専門委員会の活動状況の公表）


専門委員会委員長は、各年度当初に活動内容企画案を所定の書式にて理事会に提出し承認を得るとともに、これを会誌を通して会員に公表しなければならない。

２
前項の活動内容企画案が本会の理念に反すると判断される場合には、理事会は専門委員会委員長に対してその修正を求めることができる。

３
専門委員会委員長は、各年度末に当該年度の活動報告を所定の書式にて理事会に報告するとともに、これを会誌を通して会員に公表するものとする。

４
工業所有権の申請など、暫時活動内容の公表を差し控えるべき格別の理由がある場合には、理由と期間を付して理事会に申し出て承認を得た上で、活動報告の公表を延期することができる。

５
専門委員会がその成果を出版しあるいは本会以外の団体の発行する雑誌等に掲載しようとする場合には、予め理事会の承認を得るものとする。

第１０条（専門委員会における成果の取扱い）


専門委員会の活動を通して工業所有権等が生じた場合には、その取扱いは理事会と当該専門委員会の間で別途協議する。

第１１条（専門委員会外を対象とする活動）


専門委員会が当該専門委員会委員以外を対象とする事業（講習会、シンポジウム、セミナーなど）を行おうとする場合には、当該事業の６カ月前までに企画委員会に申し出て承認を得るものとする。

２
前項の事業計画が企画委員会の事業計画に符合しない場合には、企画委員会は専門委員会に対してその修正を求めることができる。

３
前項の事業は本会主催、当該専門委員会企画の事業として実施する。

第１２条（専門委員会の新設）


新たに専門委員会の発足を希望する場合は、本会会員からなる発起人５名以上連署の上、当該専門委員会の趣旨、初年度の事業計画案、初年度の予算案を添えて、理事会に申し込むものとする。

２
前項の申し込みを受けた場合、理事会は当該専門委員会担当理事１名を指名し、専門委員会の活動内容等について予備審査を行う。予備審査の結果、設置が妥当と判断された場合は、理事会で当該専門委員会の設置の可否を審議する。

３
設置が承認された専門委員会は、当該専門委員会の趣旨、初年度の事業計画案を本会会誌に掲載して専門委員会の設置を公表するとともに、委員を公募しなければならない。

４
設置当初の専門委員会委員構成は、応募のあった参加希望者の中から発起人と担当理事が合議してこれを決める。委員構成はこれを速やかに理事会に報告するものとする。

第１３条（専門委員会の終了と解散）


専門委員会がその事業を終了したときは、専門委員会委員長は、所定の書式にて、終了報告兼成果報告書と決算報告書ならびにその時点で保有する資産の目録を、監事の承認を得た上で理事会に提出し承認を得るとともに、終了報告を会誌を通して会員に公表しなければならない。

２
終了報告兼成果報告書ならびに決算報告が理事会で承認されたときをもって当該専門委員会は解散する。

３
専門委員会委員長は、理事会における終了報告兼成果報告書ならびに決算報告に対する審議の過程で生じた指摘事項に対して、直近の理事会までに文書で回答を提出しなければならない。

４
工業所有権の申請など、暫時終了報告兼成果報告書の公表を差し控えるべき格別の理由がある場合には、理由と期間を付して理事会に申し出て承認を得た上で、終了報告兼成果報告書の公表を延期することができる。

５
当該専門委員会が終了時に保有する資産の処理方法は、資産目録に基づいて専門委員会委員長と理事会との合議によってこれを決める。

６
終了報告兼成果報告書ならびに決算報告書は、当該研究委員会解散後５カ年間本会に保管する。

第１４条（本通則の発効と改廃）


本通則は平成　　年　　月　　日をもって発効する。

２
本通則の改廃は理事会において決定する。
	（書式１）
	理事会審議
	平成　　年　　月　　日
	理事会承認
	担当副会長確認

	
	
	平成　　年　　月　　日
	平成　　年　　月　　日
	印


平成　　年　　月　　日

一般社団法人プラスチック成形加工学会

　　　　　理事会　御中

　　　　　　　　　　　　　　　専門委員会　一同

　一般社団法人プラスチック成形加工学会　　　　　　　　　　　　　専門委員会の役員を以下の通り推薦申し上げますので、よろしくご審議、委嘱の程お願い申しあげます。

一般社団法人プラスチック成形加工学会

　　　　　　　　　　　　　　　専門委員会

役　員　案

	
	氏　　名
	所　　　属

	委員長


	
	

	副委員長


	
	

	幹　事


	
	


	（書式２）
	理事会審議
	平成　　年　　月　　日
	理事会承認
	担当副会長確認

	
	
	平成　　年　　月　　日
	平成　　年　　月　　日
	印


平成　　年　　月　　日

一般社団法人プラスチック成形加工学会

　　　　　理事会　御中

　　　　　　　　　　　　　　　専門委員会

委員長　　　　　　　　　　　　　印
平成　　年度の一般社団法人プラスチック成形加工学会　　　　　　　　　　　　　専門委員会の委員構成を以下の通り報告いたします。

一般社団法人プラスチック成形加工学会

　　　　　　　　　　　　　　　専門委員会

委員構成表

（委員総数　　　　名）

	
	氏　　名
	所　　　属

	委員長
	
	

	副委員長
	
	

	幹　事
	
	

	監　事
	
	

	委　員
	
	

	〃
	
	

	〃
	
	

	〃
	
	

	〃
	
	

	〃
	
	

	〃
	
	

	〃
	
	

	〃
	
	

	〃
	
	

	〃
	
	

	〃
	
	

	〃
	
	

	〃
	
	

	〃
	
	

	〃
	
	


※　記入欄が不足する場合は、同様の用紙を添付のこと。
	（書式３）
	理事会審議
	平成　　年　　月　　日
	理事会承認
	担当副会長確認

	
	
	平成　　年　　月　　日
	平成　　年　　月　　日
	印


平成　　年　　月　　日

一般社団法人プラスチック成形加工学会

　　　　　理事会　御中

　　　　　　　　　　　　　　　専門委員会

委員長　　　　　　　　　　　　　印
　一般社団法人プラスチック成形加工学会　　　　　　　　　　　　　専門委員会の委員に以下の通り変更がありましたので、ご報告申し上げます。

一般社団法人プラスチック成形加工学会

　　　　　　　　　　　　　　　専門委員会

委員変更

	
	氏　　名
	所　　　属
	変更項目

	委　員


	
	
	追加・退会

	〃


	
	
	追加・退会

	〃


	
	
	追加・退会

	〃


	
	
	追加・退会

	〃


	
	
	追加・退会


	（書式４）
	理事会審議
	平成　　年　　月　　日
	理事会承認
	担当副会長確認

	
	
	平成　　年　　月　　日
	平成　　年　　月　　日
	印


平成　　年　　月　　日

一般社団法人プラスチック成形加工学会

　　　　　理事会　御中

　　　　　　　　　　　　　　　専門委員会

委員長　　　　　　　　　　　　　印
　一般社団法人プラスチック成形加工学会　　　　　　　　　　　　　専門委員会の設置期間を２カ年間延長したいので、以下の通り設置期間延長願いを提出いたします。よろしくご承認下さいますようお願い申しあげます。

一般社団法人プラスチック成形加工学会

　　　　　　　　　　　　　　　専門委員会

設置期間延長願い

設置期限：

平成　　年　　月　　日

設置延長期間：
２カ年間

理　　由：

	（書式５）
	理事会審議
	平成　　年　　月　　日
	理事会承認
	担当副会長確認

	
	
	平成　　年　　月　　日
	平成　　年　　月　　日
	印


平成　　年　　月　　日

一般社団法人プラスチック成形加工学会

　　　　　理事会　御中

　　　　　　　　　　　　　　　専門委員会

委員長　　　　　　　　　　　　　印
　平成　　年度の一般社団法人プラスチック成形加工学会　　　　　　　　　　　　　専門委員会予算案を以下の通り提出いたしますので、よろしくご承認下さいますようお願い申しあげます。

一般社団法人プラスチック成形加工学会

　　　　　　　　　　　　　　　専門委員会

平成　　年度　予算案
	収入の部（単位：円）
	支出の部（単位：円）

	科　目
	予算額
	備　考
	科　目
	予算額
	備　考

	1 本会交付金

2 会費収入

(正会員会費)
(学生会員会費)
3 事業収入

4 寄付金等収入

5雑収入

　（預金利息）
6固定資産売却

収入


	
	
	1 事業費

出版事業費

会合事業費

企画事業費

広告事業費

2 管理費

事務費

　人件費

　消耗品費　　

　通信費

　雑費

保険税金

3 固定資産取得費

４　予備費
	
	

	当期収入合計
	
	(A)
	当期支出合計
	
	(D)

	前期繰越収支差額
	
	(B)
	当期収支差額
	
	(A)-(D)

	収入合計
	
	(C)=(A)+(B)
	次期繰越収支差額
	
	(C)-(D)


	（書式６−１）
	理事会審議
	平成　　年　　月　　日
	理事会承認
	担当副会長確認

	
	
	平成　　年　　月　　日
	平成　　年　　月　　日
	印


平成　　年　　月　　日

一般社団法人プラスチック成形加工学会

　　　　　理事会　御中

　　　　　　　　　　　　　　　専門委員会

委員長　　　　　　　　　　　　　印
　平成　　年度の一般社団法人プラスチック成形加工学会　　　　　　　　　　　　　専門委員会決算報告に証拠書類を添えて以下の通り提出いたしますので、よろしくご承認下さいますようお願い申しあげます。

一般社団法人プラスチック成形加工学会

　　　　　　　　　　　　　　　専門委員会

平成　　年度　決算報告

収入の部
（単位：円）

	科　目
	予算額
	決算額
	差　異
	備　考

	1 本会交付金

2 会費収入

（正会員会費）
（学生会員会費）
3 事業収入

4 寄付金等収入

5雑収入

　（預金利息）
6固定資産売却

収入


	
	
	
	

	当期収入合計(A)
	
	
	
	

	前期繰越収支差額(B)
	
	
	
	

	収入合計(C)=(A)+(B)
	
	
	
	


	（書式６−２）
	理事会審議
	平成　　年　　月　　日
	理事会承認
	担当副会長確認

	
	
	平成　　年　　月　　日
	平成　　年　　月　　日
	印


支出の部
（単位：円）

	科　目
	予算額
	決算額
	差　異
	備　考

	1 事業費

出版事業費

会合事業費

企画事業費

広告事業費

2 管理費

事務費

　人件費

　消耗品費　　

　通信費

　雑費

保険税金

3 固定資産取得費

４　予備費


	
	
	
	

	当期支出合計(D)
	
	
	
	

	当期収支差額(A)-(D)
	
	
	
	

	次期繰越収支差額(C)-(D)
	
	
	
	


財産目録
（単位：円）

	科　目
	金　額
	備　考

	1 繰越金

2 引当預金

3 その他資産


	
	

	合　計
	
	


本専門委員会の会計は適切に処理され、上記決算報告に誤りのないことを確認します。

　　　　　　　　　　　　　　　専門委員会

監　事　　　　　　　　　　　　　印
	（書式７）
	理事会審議
	平成　　年　　月　　日
	理事会承認
	担当副会長確認

	
	
	平成　　年　　月　　日
	平成　　年　　月　　日
	印


平成　　年　　月　　日

一般社団法人プラスチック成形加工学会

　　　　　理事会　御中

　　　　　　　　　　　　　　　専門委員会

委員長　　　　　　　　　　　　　印
　平成　　年度の一般社団法人プラスチック成形加工学会　　　　　　　　　　　　　専門委員会活動内容企画案を以下の通り提出いたしますので、よろしくご承認下さいますようお願い申しあげます。

一般社団法人プラスチック成形加工学会

　　　　　　　　　　　　　　　専門委員会

平成　　年度　活動内容企画案

活動内容企画（400字程度にまとめて下さい）：

	（書式８）
	理事会審議
	平成　　年　　月　　日
	理事会承認
	担当副会長確認

	
	
	平成　　年　　月　　日
	平成　　年　　月　　日
	印


平成　　年　　月　　日

一般社団法人プラスチック成形加工学会

　　　　　理事会　御中

　　　　　　　　　　　　　　　専門委員会

委員長　　　　　　　　　　　　　印
　平成　　年度の一般社団法人プラスチック成形加工学会　　　　　　　　　　　　　専門委員会活動報告を以下の通り提出いたしますので、よろしくご承認下さいますようお願い申しあげます。

一般社団法人プラスチック成形加工学会

　　　　　　　　　　　　　　　専門委員会

平成　　年度　活動報告

活動報告（400字程度にまとめて下さい）：

	（書式９−１）
	理事会審議
	平成　　年　　月　　日
	理事会承認
	担当副会長確認

	
	
	平成　　年　　月　　日
	平成　　年　　月　　日
	印


平成　　年　　月　　日

一般社団法人プラスチック成形加工学会

　　　　　理事会　御中

発起人（正会員５名以上連署）

　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　印

　以下の専門委員会の新設を希望しますので、専門委員会の趣旨、初年度の事業計画案と予算案を添えて申し込みます。よろしくご承認下さいますようお願い申しあげます。

一般社団法人プラスチック成形加工学会

専門委員会新設申込書

専門委員会名称：
一般社団法人プラスチック成形加工学会





　　　　　　　　　　　　　　　　　専門委員会

専門委員会の趣旨（400字程度にまとめて下さい）：

初年度の事業計画、予算案：
別紙の通り

	（書式９−２）
	理事会審議
	平成　　年　　月　　日
	理事会承認
	担当副会長確認

	
	
	平成　　年　　月　　日
	平成　　年　　月　　日
	印


初年度の事業計画（400字程度にまとめて下さい）：

初年度の予算案：

	収入の部（単位：円）
	支出の部（単位：円）

	科　目
	予算額
	備　考
	科　目
	予算額
	備　考

	1 本会交付金

2 会費収入

(正会員会費)
(学生会員会費)
3 事業収入

4 寄付金等収入

5雑収入

　（預金利息）
6固定資産売却

収入


	
	
	1 事業費

出版事業費

会合事業費

企画事業費

広告事業費

2 管理費

事務費

　人件費

　消耗品費　　

　通信費

　雑費

保険税金

3 固定資産取得費

４　予備費
	
	

	当期収入合計
	
	(A)
	当期支出合計
	
	(D)

	前期繰越収支差額
	
	(B)
	当期収支差額
	
	(A)-(D)

	収入合計
	
	(C)=(A)+(B)
	次期繰越収支差額
	
	(C)-(D)


	（書式１０−１）
	理事会審議
	平成　　年　　月　　日
	理事会承認
	担当副会長確認

	
	
	平成　　年　　月　　日
	平成　　年　　月　　日
	印


平成　　年　　月　　日

一般社団法人プラスチック成形加工学会

　　　　　理事会　御中

　　　　　　　　　　　　　　　専門委員会

委員長　　　　　　　　　　　　　印
　一般社団法人プラスチック成形加工学会　　　　　　　　　　　　　専門委員会の事業が終了いたしましたので、成果報告書と決算報告書ならびに資産の目録を添えて終了報告書を以下の通り提出いたします。よろしくご承認下さいますようお願い申しあげます。

一般社団法人プラスチック成形加工学会

　　　　　　　　　　　　　　　専門委員会

終了報告書

成果の概要（400字程度にまとめて下さい）：

成果報告書を別冊で添付のこと。

	（書式１０−２）
	理事会審議
	平成　　年　　月　　日
	理事会承認
	担当副会長確認

	
	
	平成　　年　　月　　日
	平成　　年　　月　　日
	印


一般社団法人プラスチック成形加工学会

　　　　　　　　　　　　　　　専門委員会　決算報告

　　　　　　　　　　　　　　　専門委員会

委員長　　　　　　　　　　　　　印
収入の部
（単位：円）

	科　目
	予算額
	決算額
	差　異
	備　考

	1 本会交付金

2 会費収入

（正会員会費）
（学生会員会費）
3 事業収入

4 寄付金等収入

5雑収入

　（預金利息）
6固定資産売却

収入


	
	
	
	

	当期収入合計(A)
	
	
	
	

	前期繰越収支差額(B)
	
	
	
	

	収入合計(C)=(A)+(B)
	
	
	
	



直近の決算報告以降の収支決算について記入すること。

（直近の決算報告日：平成　　年　　月　　日）

	（書式１０−２）
	理事会審議
	平成　　年　　月　　日
	理事会承認
	担当副会長確認

	
	
	平成　　年　　月　　日
	平成　　年　　月　　日
	印


支出の部
（単位：円）

	科　目
	予算額
	決算額
	差　異
	備　考

	1 事業費

出版事業費

会合事業費

企画事業費

広告事業費

2 管理費

事務費

　人件費

　消耗品費　　

　通信費

　雑費

保険税金

3 固定資産取得費

４　予備費


	
	
	
	

	当期支出合計(D)
	
	
	
	

	当期収支差額(A)-(D)
	
	
	
	

	終了時繰越金(C)-(D)
	
	
	
	


直近の決算報告以降の収支決算について記入すること。

（直近の決算報告日：平成　　年　　月　　日）

財産目録
（単位：円）

	科　目
	金　額
	備　考

	1 繰越金

2 引当預金

3 その他資産


	
	

	合　計
	
	


終了時に保有するすべての資産を示すこと。

本専門委員会の会計は適切に処理され、上記決算報告に誤りのないことを確認します。

　　　　　　　　　　　　　　　専門委員会

監　事　　　　　　　　　　　　　印
